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　共立女子大学の児童学科では、 3 、 4 年生と院
生を中心に「さくらんぼ」という小さい親子グルー
プをやっている。年間10回で 3 グループあるので
30組ほどの母子が参加する。親子で遊ぶ場を学生
がいろいろ考えてしつらえ、指導計画を練り、実
践し遊び、反省会を開いて指導計画を練り直す。
その中で、教員も、できない自分をさらす。学生
も教員も等しく活動の主体になることで、一緒の
場での育ちあいが実感されている。「基礎実習」の
よさも、同様ではないかと感じている。
＜共有できる記録を目指して＞
　記録が共有される要素として、事実（fact）と
意見・考えたこと（opinion）が挙げられる。事実も、
無論「自分が捉えた事実」であるから、客観的で
はない。「自分が心を揺さぶられたこういうことが
あった」ということが、ここでいう「事実」で、
それに関して「自分がそのときはそう思った」と
いう「意見・考えたこと」があることで、「最初自
分はこう考えた。でも 1 週間後に考えたらやっぱ
りこうだった。 1 年後もしかしたらこうかもしれ
ない」という、振り返る毎に考察に変化が起こり
うる記録となる。個人的な文章である日記と異な
り、記録は「事実」と「意見・考えたこと」が分
化されていることで、「こういうことがあったのだ」
と事実が客観視されて、そこに他者も関わる余地
がある。そして、記録から事実を追体験して、「私
はこう思う」というように他者も「事実」に対す
る「意見・考えたこと」を持ち得る。各々が「事実」
を持ち寄って、他者と共有し検討し合うことが可
能となる。記録にはいろいろな種類があり一概に
は言えないが、現場に出たときに他者と共有でき
る記録を書く力を、学生に身につけさせたい。観
察と記録は、話し合いと切り離せないものだと考
える。
　子どもって「おもしろい、不思議」、「一生懸命
生きている」、「いろいろなことを考えている」、そ
んなことを学生にどこかで気付いてほしい。学外
実習に臨む際には、どうしても、学生は「先生」
らしく振る舞うことに意識が向き、「先生」である
以前に人と人として子どもと向き合うことが欠落
しがちである。そのため、現場実習としてのふる
まいから免れる純粋な観察実習で、子どもを人と
して見つめる経験をもつことは貴重だろう。学生
が子どもの面白さに開眼するためには仕掛けが必
要で、一緒に観察した教員が「おもしろい」「感動
した」等と自分の気付きをそのまま表出する姿に
接することも、その一つだと思われる。
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　書く作業に自然に取り組めない学生が増えてい
ることは、学生にのみ責があるわけではないよう
である。小学校段階で、教師が指示して初めて板
書されていることをノートに写しとるという指導
がなされることがある。自分で必要と感じたこと
を感じた時にメモをする、書きたいとはやる気持
ちのまま文字化する、といった経験が豊かでない
学生は少なくない。言われればやる、という姿勢
の学生に対して、「子どもって面白いよ」というこ
とを伝え、「面白い！」という気付きを「書きたい」
気持ちにつなげ、どの学生もが実際に記録として
成立させるまで方向づけるということは、容易で
はない。
　学生と教員いう立場の違いを超えて、子どもの
前では 1 人の人というふうに考えていく。場を共
にして、教員が率先して自分なりの気付きや記録
をさらして、それで考えたことを学生と教員とで
対等に、ああじゃないこうじゃないと言い合う。
ああじゃないこうじゃないとだんだんに言えるよ
うな学生に育てていくのは、一朝一夕にはできな
い。でも、「子どもって面白い」を共通項として、
少しずつ多角的な理解を共有できるようになりた
い。子どもが一生懸命生きていること、小さいだ
けに我慢していること、多くを考えたり感じたり
していること、そうしたことに敏感な学生に育っ
てくれることを願い、指導する教員の側が、たと
え拙いものであっても学生の記録に面白がってし
まうこともあり得るのではないか。
　実習ではとかく時系列で記録をとることが要求
されるが、時系列記録は、記録の初学者にとっては、
起こった事柄を追いかけることに終始し、それを
書いたら何か書いた気になってしまって、なかな
か考察するところまで行かない。「基礎実習」のよ
うな初期の実習であれば、「あれっ」と思った事実
だけを焦点化して書いたり、他者と共有したいよ
うな事実を焦点化して書いたりすることも有効か
と思われる。
　学生にとっては書くということ自体が大変な作
業である。面白いと思ったこと、自分が全く予測
しなかったこと等、はっとした事柄を 1 つでも書
きながら、少しずつ力をつけさせたい。何があっ
てもいいし何でもいいが、何でもいいということ
を自分の内部で留めずに発題して、さらして、み
んなで意見を述べ合うところまで到達すると、少
しずつ変わってくる学生はいるかもしれない。全
員が変わることは本当に難しいが、核になる人た
ちが育っていって、その人たちが現場で考えて実
践して、子どもに関して意見交換をする面白さを
知れたらよいのではないか。流れ作業の保育・教
育ではなく、人がおり、人が育つところだと実感
しながら取り組む人がふえることを願いながら、
知恵を絞っている。
（文責：田澤　薫［たざわ・かおる］聖学院大学人
間福祉学部児童学科教授）
